令和８年度　校内研修計画
　後屋敷小学校
１　学校課題
本校は，全校児童１６６名である。児童は，学習や学校での取り組みに対して，目標を持ち一生懸命にやり遂げようとする姿がみられる。また，学年の枠を超えて，関わり合うこともできる。上級生は，下級生との関わり合いの中で上級生であることの意識を高めながら学校生活をしている。
近年，児童をとりまく生活環境も様々に変化し，個性も多様化している。心の問題を抱えている児童も少なくない。本校では，多様な児童が在籍しており，何らかの支援を必要とする児童も増えている。学習へ意欲的に取り組もうとしている児童がいる一方で，個々が抱える問題や不安等により，主体的・協働的に学ぶ姿勢につながらない児童も増えている。同時に，このような児童の多様性に対応しきれていない状況が見られ，学校課題となっている。

２　研究主題
主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善
～学びを支える学級づくり・授業づくり～

３　主題設定の理由
本校は、一昨年度より「主体的に学ぶ子の育成」をテーマに研究を行っている。特に昨年度に関しては本校の実態に合わせて、すべての教育活動の基盤である『学級づくり』に重点を置き、児童が安心して過ごせる環境づくりに努めてきた。その結果、校内の落ち着きが増し、教職員と児童、あるいは児童相互の信頼関係が着実に形成されつつある。しかし、授業の中では「指示を待つ姿」や「予定調和な話し合い」に留まっている面も見受けられる。予測困難な時代において、指示を待つのではなく、自ら課題を見つけ、解決のために学び続ける力が必要である。本年度はこれまでに築いた学級経営を基盤とした授業改善へと踏み出す。
また学習指導要領が掲げる「主体的・対話的で深い学び」の実現は、予測困難な社会を生き抜く子どもたちにとって不可欠な資質・能力の育成である。本校においても、単なる知識の習得にとどまらず、他者と協働して解決していく力が求められる。「主体的・対話的で深い学び」という高度な学びを実現するためには、子どもたちの主体的で自治的な取り組みが不可欠である。教員の経験年数、児童の実態がそれぞれ違う中ではあるが、本校が育成してきた「集団の力」を「学ぶ力」へと昇華させるため、本主題を設定し、研究を推進する。


４　研究の具体的内容と方法
（１）児童の実態分析と指導法の改善
　　　　全学調の結果分析から，本校児童の実態把握をし, 授業づくりの視点や指導法の共通理解を図る。
（２）教師一人一人がテーマにそった自主研修を行う
　　　　・先進校視察　・各人の研修の報告　・交流
（３）一人一実践の公開授業
  　　  一人一実践を公開し，授業改善と授業力の向上を図る。
（４）今日的教育課題関連の学習会
（５）教育課程説明会の環流報告
（６）WEBQUアンケートの実施及び結果分析


５　年間研修計画

	月
	日
	曜
	主な内容
	

	４

	8
	水
	研究の方向性・全体計画について
	全体

	
	15
	水
	全体計画について
	全体

	５
	27
	水
	個人で研究のテーマについての研修
	個人

	８
	26
	水
	学習会
	全体

	９
	24
	木
	教育課程環流報告・学習会
	全体

	10
	21
	水
	一人一実践について計画
	個人

	11
	5
	木
	研究のテーマや一人一実践についての交流①
	グループ

	
	25
	水
	研究のテーマや一人一実践についての交流②
	グループ

	１
	20
	水
	研究についての反省
	個人

	２
	17
	水
	研究の成果と課題について・研究紀要の作成
	全体

	
	24
	水
	まとめ・来年度の方向性
	全体




